
平成 1 3 年 9 月 25 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

グループ会社の統廃合について

ユニチカ株式会社は、今年 4 月にスタートしましたグループプログラム「変革 2 1 」（中期経営

2 ヶ年計画）のグループ戦略での主要施策である「連結経営体制確立」の一環として、この度

グループ内の商事流通機能会社 5 社をユニチカ通商株式会社を中核会社として統合いたします。

記

１．統合の目的

ユニチカ通商株式会社にグループ内の商事流通機能を集約し、効率的な事業運営を行うととも

に、ユニチカグループの中核商社として事業基盤の強化と業容拡大を図る。

２．統合対象会社および事業

①ユ ニ チ カ 通 商 株 式 会 社           ： 統合の中核会社

②ユニチカサービス株式会社           ： ユニフォーム、一般衣料等の商事部門

③ユ ニ チ カ 販 売 株 式 会 社           ： 生活関連、業務用、産業資材用品の営業部門

④ユ ニ チ カ イ ン テ リ ア 株 式 会 社           ： 内装工事大阪営業部門

⑤ユニチカメイト株式会社           ： 学校体育衣料営業部門（ユニチカ通商株式会社の子会社化）

　尚、ユニチカサービス株式会社の保険部門はユニチカビジネスサービス株式会社と統合いたしま

す。また、ユニチカインテリア株式会社は平成１３年９月３０日付で解散しますが、当社の業績予

想の変更はありません。

３．統合日

平成１３年１０月１日

４．対象各社の概要

別紙の通り。

５．統合効果

①各事業運営基盤の強化と業容拡大（主として産業資材部門）

②経営管理の効率化とコストの合理化

③各社事業ノウハウの相乗による営業力強化



６．統合新社の概要

社 名     ：ユニチカ通商株式会社 UNITIKA TSUSHO LTD.

資 本 金     ： 5 億9 千万円

代 表 者     ：代表取締役会長 中谷益巳（現ユニチカ通商株式会社社長）

代表取締役社長 藤野耕一（現ユニチカ販売株式会社社長）

本社所在地：大阪市中央区備後町 3-4-9 　繊維輸出会館内

　　　　　　他に東京支店、滋賀事業所、忠岡営業所

事 業 内 容     ：繊維原料並びに各種繊維製品の輸出入及び製造販売

各種フィルム、樹脂、スパンボンド製品の販売

建材、資材等の販売及び建設、内装工事の設計請負

生活関連、業務用品、及び各種資材用品の製造販売

年 商     ：約 5 3 0 億円（ユニチカメイト株式会社 2 6 億円を含む）

従 業 員 数     ：約 3 0 0 名（平成 1 3 年 10 月統合時）

決 算 期     ：3 月末

取 引 銀 行     ：三和銀行、東海銀行、東洋信託銀行　他



< 別 紙 ：対象各社の概要　>

ユニチカ通商株式会社

　　所 在 地    ：大阪市中央区備後町 3-4 -9

　　代 表 者    ：代表取締役社長　中谷益巳

資 本 金    ：5 億 8 千万円（当社 100 ％出資）

年 商    ：約 4 2 0 億円

事業内容：繊維原料並びに各種繊維製品の輸出入及び製造販売

各種フィルム、樹脂、スパンボンド製品の販売

建材、資材等の販売及び建設、内装工事の設計請負

ユニチカサービス株式会社

　　所 在 地    ：大阪市中央区瓦町 2-4 -5　繊維輸出会館内

　　代 表 者    ：代表取締役社長　井上義久

資 本 金    ：5 千万円（当社 100 ％出資）

年 商    ：約 4 3 億円

事業内容：各種繊維製品等の販売

損害保険代理及び生命保険募集業務

ユニチカ販売株式会社

　　所 在 地    ：大阪市中央区本町 4-6 -28

　　代 表 者    ：代表取締役社長　藤野耕一

資 本 金    ：5 千万円（当社 100 ％出資）

年 商    ：約 3 2 億円

事業内容：生活関連、業務用品、及び各種資材用品の製造販売

ユニチカインテリア株式会社

　　所 在 地    ：大阪市西区立売堀 1-11-17

　　代 表 者    ：代表取締役社長　生田英也

資 本 金    ：3 千万円（当社 100 ％出資）

年 商    ：約 1 5 億円

事業内容：ビル・マンション等の内装工事請負

ユニチカメイト株式会社

　　所 在 地    ：大阪市中央区安土町 2-3 -13
　　代 表 者    ：代表取締役社長　蓑輪憲弘

資 本 金    ：1 億円（当社 100 ％出資）

年 商    ：2 6 億円

事業内容：学校体育衣料他の製造販売


